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 Left foot contact：RFC直後の左足接地時点． 
 
③IRB 












 Pivot foot contact：捕球後，送球動作に移行するために踏み出した右足（送球動作の軸足
となる足）が接地した時点．本論文中では，捕球前の右足接地と区別するため，捕球直前の
右足接地を RFC，捕球後の右足接地を PFCと表記する． 
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 Kita et al.（2014）は，ゴロ処理におけるリリース時間（捕球からリリースまでの時間）




























































































































































































































































































































































 試技の撮影には 2台の高速度 VTRカメラ（CASIO 社製 EX-F1）を用い，撮影速度毎秒
300 コマ，シャッタースピード 1/1000 秒で撮影した．両映像の時間的同期は，同期装置
（DKH社製 PH-100）から両カメラにパルス光を映し込むことにより行った．本研究では，
ボールの進行方向に平行かつ対象者からみて前方を X 軸の正の方向，X 軸に垂直かつ対象
者からみて左側方を Y軸の正の方向，X軸と Y軸と直交する鉛直上方向を Z軸とする右手












































































































































座標を 0%，左踵の座標を 100%とした．身体重心位置の Z座標（身体重心高）は，身長に






zlt 軸ベクトルと補助ベクトル alt の外積から ylt 軸ベクトルを，ylt 軸ベクトルと zlt 軸ベ
クトルの外積から xlt軸ベクトルを定めた． 








右膝関節から右股関節へ向かうベクトルを zrth軸ベクトルとし，補助ベクトル arthと zrth

























































































向かうベクトルを静止座標系 XZ 平面に投影し，静止座標系 Z 軸ベクトルとなす角度とし
た．いずれも，前傾を正，後傾を負と定義した（図 8（b））． 
③大腿および下腿の内外傾角度 
 大腿の内外傾角度は，膝関節から股関節へ向かうベクトルを静止座標系 YZ 平面に投影
し，静止座標系 Z軸ベクトルとなす角度とした．下腿の内外傾角度は，足関節から膝関節へ
向かうベクトルを静止座標系 YZ 平面に投影し，静止座標系 Z 軸ベクトルとなす角度とし













































































































































-0.493±0.05 -0.369±0.09 -0.195±0.09 0.000
-0.408±0.06 -0.451±0.13 -0.170±0.11 0.000
＊ n.s. n.s. n.s.
上位群 ＊ ＊ n.s.






























均を，破線は IR試技の平均を示している（後出の図 18～図 21も同様）．これをみると，X
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群は 0-50%時において IR試技の屈曲が有意に大きく，100%時において IR試技の伸展が有
意に大きかった．中位群は 90-100%時において IR試技の伸展が有意に大きかった．左股関
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（a）右大腿 内傾（+）/外傾（－） （b）右下腿 内傾（+）/外傾（－）
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（a）右大腿 内傾（+）/外傾（－） （b）右下腿 内傾（+）/外傾（－）
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*    *
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群は 40-60%時において IR試技の伸展が有意に大きく，90-100%時において IR試技の屈曲
が有意に大きかった．中位群は 90-100%時において N試技の伸展が有意に大きかった． 
 図 20は，体幹および姿勢角（前後傾）の角度変化を両試技で比較して示したものである．
右大腿角度については，両群ともに 90-100%時において IR 試技の前傾が有意に大きかっ




時において IR 試技の前傾が有意に大きかった．体幹前後傾角度については，上位群は 20-
50%時において IR試技の前傾が有意に大きく，中位群は 90-100%時において IR 試技の後
傾が有意に大きかった．図 21は，姿勢角（内外傾）の角度変化を両試技で比較して示した
ものである．右大腿角度については，中位群の 40-100%時において IR試技の内傾が有意に
大きかった．右下腿角度については，上位群の 100%時において IR 試技の内傾が有意に大
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両試技間の比較においては，両群ともに IR試技の RFCおよび LFCの出現時間が有意に





































 右股関節屈伸角度についてみると，N試技の 20%時，IR試技の 0-70%時において中位群








































右股関節屈伸角度についてみると，約 60%時以降両群ともに IR 試技の伸展が大きく，
80-100%時において有意な差がみられたが，中位群の角度変化が上位群に比べて大きく，急
峻であった（図 18（a），（f））．また，左股関節屈伸角度についてみると，上位群は 10-20%













































































































図 24 捕球位置およびステップ角度の定義 
×Y
X















lx’shの外積により lyshを算出し，さらに lyshと－zshの外積から lxshを算出した．左肩関節
内外転角度は，左肩関節から左肘関節に向かうベクトルが lxshと－zshを含む平面内で－zsh
となす角度とした．－zshを 0°として，内転を正，外転を負と定義した（図 25（b））． 
 
（3）左肩関節水平内外転角度 
 左肩関節水平内外転角度は，左肩関節から左肘関節へ向かうベクトルが lxshと lyshを含
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* *   * * * * * * * * *
（a）左肩関節 内転（＋）/外転（－）














































































































































































































身体重心変位 0.490 0.526 0.177 0.211 0.411
右股関節屈伸変位
屈曲（＋）/伸展（－） -0.116 -0.008 -0.223 -0.434 0.211
右股関節内外転変位
外転（＋）/内転（－） 0.439 0.499 0.224 0.476 0.033
右股関節内外旋変位
内旋（＋）/外旋（－） 0.072 -0.073 -0.235 -0.009 0.322
右膝関節屈伸変位
伸展（＋）/屈曲（－） 0.306 0.264 0.083 -0.103 -0.055
右足関節底背屈
底屈（＋）/背屈（－） 0.349 0.581 -0.004 0.471 -0.331
左股関節屈伸変位
屈曲（＋）/伸展（－） -0.205 -0.136 -0.367 -0.178 -0.282
左股関節内外転変位
外転（＋）/内転（－） -0.042 -0.057 -0.372 -0.015 0.100
左股関節内外旋変位
内旋（＋）/外旋（－） 0.387 0.384 0.415 0.242 0.119
左膝関節屈伸変位
伸展（＋）/屈曲（－） -0.007 -0.047 -0.238 0.012 0.177
左足関節底背屈
底屈（＋）/背屈（－） 0.188 0.281 -0.208 0.221 -0.176
右大腿前後傾変位
前傾（＋）/後傾（－） 0.249 -0.033 0.483 -0.044 0.178
右下腿前後傾変位
前傾（＋）/後傾（－） -0.144 -0.244 0.268 0.044 0.203
左大腿前後傾変位
前傾（＋）/後傾（－） -0.180 -0.094 -0.384 -0.279 -0.188
左下腿前後傾変位
前傾（＋）/後傾（－） -0.027 0.088 -0.077 -0.125 -0.304
右大腿内外傾変位
内傾（＋）/外傾（－） 0.419 0.261 0.256 0.360 0.205
右下腿内外傾変位
内傾（＋）/外傾（－） 0.214 0.123 -0.021 -0.270 0.564
左大腿内外傾変位
内傾（＋）/外傾（－） -0.204 -0.069 0.037 -0.309 -0.350
左下腿内外傾変位
内傾（＋）/外傾（－） -0.123 0.086 0.062 -0.152 -0.435
体幹前後傾変位















































































































































































































































年齢（歳） 身長（m） 体重（kg） 競技歴（年） 主なポジション 投打
































ゴロ捕球動作を定量的に把握し課題を抽出するため，研究課題 1 および研究課題 2 と同様
の方法により対象者のゴロ処理動作を撮影し，分析を行うこととした．方法については研究


















図 35 は，PRE 測定における A 選手のゴロ処理動作の各局面時間を示したものである．こ
れをみると，RFC-CATの時間が社会人選手の平均（0.363s，表 4）より短かった．図 36お
















































0.320 0.297 0.143 0.149 








図 36 PRE測定における A選手の身体重心位置および右下肢関節角度 
  
（a）身体重心位置（Y軸方向） （b）右股関節 屈曲（＋）/伸展（－）







































































図 37 PRE測定における A選手の姿勢角 
  
（e）体幹 前傾（＋）/後傾（－）
（a）右大腿 前傾（＋）/後傾（－） （b）右下腿 前傾（＋）/後傾（－）








































































































































































































































図 44 A選手の身体重心位置および右下肢関節角度の変化 
  
（a）身体重心位置（Y軸方向） （b）右股関節 屈曲（＋）/伸展（－）








































































図 45 A選手の姿勢角の変化 
  
（e）体幹 前傾（＋）/後傾（－）
（a）右大腿 前傾（＋）/後傾（－） （b）右下腿 前傾（＋）/後傾（－）







































































て PRE 測定に比べて内傾が小さくなった（図 45（d））．体幹前後傾角度は，約 20-90%時
において PRE測定に比べて前傾が大きくなった（図 45（e））． 















































































 捕球後のステップについてみると，POST 測定において LFC-PFC の局面時間が長くな


























本章の目的は，研究課題 1 および研究課題 2 で明らかにされたゴロ処理動作指導の知見
に基づき，右股関節の動作に焦点を当てた動作改善ドリルを大学選手に処方し，その効果に











































































研究課題 3 動作改善ドリルによるゴロ処理動作の変化に対する事例的検討 
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